
厚
生
労
働
省
は
、
4
月
か
ら
の

訪
問
介
護
の
報
酬
を
左
表
の
よ
う

に
２
～
３
％
減
額
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
介
護
報
酬
は
全
体
で
は

1
・
59
％
の
増
額
予
定
で
す
。

「
身
体
介
護
」
は
食
事
介
助
や

お
む
つ
交
換
な
ど
、
「
生
活
援
助
」

は
掃
除
や
買
い
物
、
調
理
を
さ
し

ま
す
。

岸
田
首
相
は
所
信
表
明
演
説
で

「
賃
上
げ
が
今
ま
さ
に
喫
緊
の
課

題
」
だ
と
し
、
「
全
就
業
者
の
14

％
を
占
め
る
医
療
や
福
祉
分
野
の

幅
広
い
現
場
で
働
く
方
々
に
対
し

て
、
物
価
高
に
負
け
な
い
『
賃
上

げ
』
を
確
実
に
実
現
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
い
い
ま
し
た
（
1
月
29

日
）
。
真
逆
の
仕
打
ち
で
す
。

訪
問
介
護
は
利
益
を

上
げ
て
い
る
？

同
省
は
訪
問
介
護
の
収
支
差
率

（
利
益
率
）
が
7
・
8
％
と
な
り
、

全
介
護
サ
ー
ビ
ス
平
均
を
上
回
っ

た
こ
と
を
引
き
下
げ
の
主
な
根
拠

に
し
て
い
ま
す
（
「
介
護
事
業
経

営
実
態
調
査
」
よ
り
）
。

実
際
は
、
地
域
を
1
軒
ず
つ
回

る
従
来
型
の
事
業
所
の
収
支
差
率

は
6
・
7
％
で
す
。
一
方
サ
ー
ビ

ス
付
高
齢
者
住
宅
（
サ
高
住
）
な

ど
の
集
合
住
宅
に
併
設
さ
れ
、
ヘ

ル
パ
ー
が
住
宅
内
の
利
用
者
を
回

る
併
設
型
事
業
所
は
収
支
差
率
が

9
・
9
％
で
、
大
き
な
開
き
が
あ

り
ま
す
。

地
域
を
1
軒
ず
つ
回
る
事
業
所

と
併
設
型
事
業
所
を
同
一
分
類
す

る
の
で
は
な
く
、
分
け
る
べ
き
で

す
。ヘ

ル
パ
ー
の
深
刻
な

人
手
不
足
に
拍
車

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
22
年
10
月
時
点

で
7
・
4
人
に
1
人
が
70
歳
以
上
。

60
歳
以
上
が
全
体
の
4
割
近
く
に

な
っ
て
い
ま
す
（
介
護
労
働
安
定

セ
ン
タ
ー
調
査
）
。
家
庭
だ
け
で

な
く
、
公
的
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
も

「
老
老
介
護
」
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。基

本
報
酬
引
き
下
げ
で
「
賃
上

げ
さ
れ
な
い
の
か
」
と
、
ヘ
ル
パ
ー

の
中
に
動
揺
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

大
幅
な
賃
上
げ
が
で
き
な
け
れ
ば
、

物
価
高
騰
の
中
で
生
活
が
成
り
立

た
な
い
と
介
護
施
設
や
他
産
業
に

転
職
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

５
団
体
が
抗
議
の

緊
急
声
明

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
［
ウ
イ
メ
ン

ズ
ア
ク
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
］

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
高
齢
社
会
を
よ

く
す
る
女
性
の
会
」
な
ど
５
団
体

は
、
引
き
下
げ
に
抗
議
、
撤
回
を

求
め
る
緊
急
声
明
を
２
月
１
日
発

表
し
て
い
ま
す
。

呼
び
か
け
団
体
の
ひ
と
つ
「
ケ

ア
社
会
を
つ
く
る
会
」
世
話
人
の

小
島
美
里
さ
ん
は
記
者
会
見
で
、

「
在
宅
介
護
の
終
わ
り
の
は
じ
ま

り
」
と
強
い
危
機
感
を
表
明
し
ま

し
た
。

制
度
残
っ
て

介
護
な
し
に

全
日
本
民
医
連
事
務
局
次
長
（
介

護
担
当
）

林
泰
則
さ
ん
の
話

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
割
に
加
算
は

あ
ま
り
に
不
十
分
で
、
そ
の
う
え

基
本
報
酬
を
引
き
下
げ
れ
ば
、
大

半
を
占
め
る
小
規
模
事
業
所
は
耐

え
き
れ
ず
倒
産
や
閉
鎖
が
増
え
、

訪
問
介
護
事
業
そ
の
も
の
が
崩
壊

す
る
と
危
惧
し
ま
す
。

訪
問
介
護
は
在
宅
生
活
を
支
え

る
基
本
中
の
基
本
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
地
域
に
根
付
い
て
き
た
小
規

模
事
業
所
を
つ
ぶ
せ
ば
、
行
き
場

の
な
い
「
介
護
難
民
」
や
家
族
の

「
介
護
離
職
」
が
確
実
に
広
が
り

ま
す
。
介
護
保
険
制
度
の
理
念
で

あ
る
「
介
護
の
社
会
化
」
に
逆
行

し
て
い
ま
す
。

根
本
的
解
決
の
た
め
、
利
用
者

負
担
を
増
や
さ
な
い
よ
う
国
費
・

公
費
負
担
割
合
を
引
き
上
げ
、
抜

本
的
な
処
遇
改
善
や
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
、
支
払
え
る
保
険
料
へ
の
軽

減
を
す
す
め
る
べ
き
で
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
「
制
度
だ
け
残
っ
て
介

護
な
し
」
と
い
う
深
刻
な
事
態
を

招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

（
こ
の
項
は
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
2
月
9

日
付
よ
り
転
載
）

第
９
期
介
護
保
険
料

引
き
上
げ
か

３
月
議
会
に
第
９
期
介
護
保
険

料
が
提
案
さ
れ
ま
す
。
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国
が
訪
問
介
護
引
き
下
げ
方
針

事
業
者
・
家
族
「
撤
回
」
を
要
求

訪問介護基本報酬の引き下げ（サービス1回あたり）

現行 改訂後 増減

20分未満 167単位 163単位 ▲4

20分以上30分未満 250単位 244単位 ▲6

30分以上1時間未満 396単位 387単位 ▲9

1時間以上1時間30分未満 579単位 567単位 ▲12

以降30分増すごとに算定 84単位 82単位 ▲2

20分以上45分未満 183単位 179単位 ▲4

45分以上 225単位 220単位 ▲5

身体介護に引き続き生活

援助を行った場合
67単位 65単位

▲2

▲2

通院等乗降介助 99単位 97単位 ▲2

1単位は10円程度 厚労省資料から作成

身
体
介
護

生
活
援
助


